
地震の伝わり方　標準問題
中学1年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

組　　番　名前 　　　　／100点

問1　地震そのものの規模（放出されたエネルギーの大きさ）を表すものはどれか。 （10点）

ア　震度 イ　マグニチュード ウ　初期微動継続時間

答え

問2　P波の速さを6km/sとする。震源から90kmの地点にP波が届くのは、地震が発生してから何秒後か。

（12点）

計算

答え 秒後

問3　P波の速さを6km/s、S波の速さを4km/sとする。震源から72kmの地点の初期微動継続時間は何秒か。

（12点）

計算

答え 秒

問4　ある地震で、初期微動継続時間が10秒だった地点は、震源から80kmはなれていた。同じ地震で、初期

微動継続時間が15秒だった地点は、震源から何kmはなれているか。 （12点）

計算

答え km

問5　震源からの距離と初期微動継続時間の関係として正しいものはどれか。 （12点）

ア　距離が大きくなるほど短くなる イ　距離に比例して長くなる ウ　距離に関係なく同じ

答え



問6　震源から60kmのA地点と、120kmのB地点で、P波が届いた時刻の差は10秒だった。P波の速さは何

km/sか。 （14点）

計算

答え km/s

問7　緊急地震速報は、地震のどんな性質を利用しているか。 （10点）

ア　S波がP波より速く伝わること イ　地震の前に地面が光ること ウ　P波がS波より速く伝わること

答え

問8　震源に近い地域では、緊急地震速報が大きなゆれ（主要動）に間に合わないことがある。その理由を説

明しなさい。 （18点）
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